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坂井市内の指定・登録文化財数

文化財の種類
◆有形文化財
　建造物、絵画、彫刻、工芸品、書籍、典籍、古文書などで歴史上又は芸術上価値の高いものや考古資料
やその他の学術上価値の高い歴史資料を指します。
　有形文化財は「建造物」と、それ以外の「美術工芸品」に大別します。

◆無形文化財
　演劇、音楽、工芸技術その他の無形の文化的所産で歴史上又は芸術上価値の高いものを無形文化財と呼
びます。個人もしくは団体によって行われる「わざ」を指定します。

◆民俗文化財
　衣食住・生業・信仰・年中行事等に関する風俗慣習、民俗芸能、民俗技術やこれらに用いられる衣服、器具、
家屋などで、生活の推移の理解のため欠くことのできないものを民俗文化財と呼びます。
　民俗文化財は、習慣・芸能・技術等を指定する「無形民俗文化財」と、それに用いられる衣服・器具・
家屋等を指定する「有形民俗文化財」に大別します。

◆記念物
　史跡 ( 貝塚・古墳・都城跡・城跡・旧宅など ) で歴史上または学術上価値の高いものや、庭園、橋梁、峡谷、
海浜、山岳などの名勝地で芸術上または鑑賞上価値が高いもの、動植物、地質、鉱物で学術上価値が高い
ものを記念物として指定します。

◆文化的景観
　地域における人々の生活や生業、地域の風土により形成された景観地で、人々の生活や生業を理解する
上で欠く事のできないものを指定します。

◆伝統的建物群
　周囲の環境と一体となっている伝統的な建造物群で価値の高いものを指定します。

指定の区分
　文化財の指定には、国が指定するもの ( 有形文化財は重要文化財、その他は重要有形民俗文化財、重要
無形民俗文化財、史跡、名勝・天然記念物 )、県が指定するもの ( 県指定文化財 )、市が指定するもの ( 市
指定文化財 )、国が登録するもの ( 国登録文化財 )、市が登録するもの ( 市登録文化財 ) があります。また、
国が指定している文化財の中で特に重要なものを国宝、特別史跡、特別名勝、特別天然記念物に指定します。

区分
国

県指定
市

合計
指定 登録 指定 登録

国宝 １ １

重要文化財 ９ ９

有形文化財 １０ １７ ３２ ３ ６２

有形民俗 １ １

無形民俗 ５ ６ １１

史跡 ２ ３ １２ ３ ２０

名勝・天然記念物 ３ １ ３ ６ １３

合計 １５ １１ ２８ ５７ ６ １１７

平成 27 年 2 月現在

※名勝・天然記念物の件数は、天然記念物 ( 動物 ) を除いた件数です
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番号 文化財名 ( 複数の場合は保管場所及び主な文化財名 ) 所在地 解説
① 御嶽神社本殿 三国町　浜地　　    　御嶽神社 P5
② 大湊神社 ( 大湊神社本殿・拝殿・木造伊邪奈岐命ほか ) 三国町　安島 / 雄島    大湊神社 P5
③ 西野家住宅 三国町　安島 P5
④ 米ケ脇西光寺四脚門・鐘楼 三国町　米ケ脇　　   　 西光寺 P5
⑤ 三国港 ( 旧阪井港 ) 突堤 三国町　宿 P5
⑥ 春日神社木造神像 三国町　宿　 　　　   春日神社 P5
⑦ 眼鏡橋 三国町　宿 P5
⑧ 瀧谷寺 ( 金銅宝相華文磬・瀧谷寺鎮守堂・天之図ほか ) 三国町　滝谷　　　        瀧谷寺 P6
⑨ みくに龍翔館 ( 袈裟襷文銅鐸・寄安道場関連資料 ) 三国町　緑ヶ丘　みくに龍翔館 P6
⑩ 魚志楼 三国町　神明 P6
⑪ 金鳳寺木造聖観音菩薩立像 三国町　北本町　　 　   金鳳寺　 P7
⑫ 坂井家住宅 三国町　北本町 P7
⑬ 旧岸名家住宅主屋 三国町　北本町 P7
⑭ 旧森田銀行本店 三国町　南本町 P7
⑮ 松ケ下区山車屋台 三国町　南本町 P7
⑯ 下西区山車屋台 三国町　南本町 P7
⑰ 絹本著色地蔵菩薩像 三国町　南本町　　  　  性海寺 P7
⑱ 中元区山車屋台 三国町　山王　 P7
⑲ 木造新井白石胸像 三国町　山王   　 三国南小学校 P7
⑳ 妙海寺石造千手観音菩薩立像 三国町　山王     　　  　 妙海寺 P7
㉑ 紙本淡彩神農図 ( 山田道安筆 ) 三国町　南本町 P7
㉒ 森田家文書 三国町　山王 P7
㉓ 三國神社 ( 随身門・木立神社奉納太刀銘守次ほか ) 三国町　山王　　　    三國神社 P8
㉔ 称名寺 ( 絹本著色聖徳太子絵伝・称名寺木造聖徳太子像 ) 三国町　黒目　　　　    称名寺 P8
㉕ 木造阿弥陀如来坐像 坂井町　東荒井　        春日神社 P8
㉖ 清永白山神社石造九重塔 坂井町　清永　　　    白山神社 P8
㉗ 金銅孔雀文磬 坂井町　下兵庫           　大善寺 P8
㉘ 板碑 春江町　井向　　　    白山神社 P8
㉙ 石造六重層塔 ( 下小森 ) 春江町　下小森　    信社王神社　 P9
㉚ 石塚神社岩座 春江町　石塚　　　    石塚神社 P9
㉛ 高江住吉神社板碑 春江町　高江　　　    住吉神社 P9
㉜ 中庄神明神社石造多層塔 春江町　中庄               神明神社 P9
㉝ 石造六重層塔 ( 針原 ) 春江町　針原　           八幡神社 P9
㉞ 観音院 ( 木造如意輪観音菩薩坐像・観音院の門 ) 春江町　本堂                  観音院 P9
㉟ 称念寺 ( 絹本著色他阿上人真教像・朝倉系図ほか ) 丸岡町　長崎  　　　　  称念寺 P10
㊱ 赤坂白山神社板碑 丸岡町　赤坂　　   　 白山神社 P10
㊲ 丸岡城 ( 丸岡城天守・牛ケ島石棺 ) 丸岡町　霞町 P9
㊳ 絹本著色白山参詣曼荼羅図 丸岡町   石城戸            國神神社 P10
㊴ 豊原地蔵菩薩立像 丸岡町　豊原 P10
㊵ 上金屋八幡神社石造多層塔 丸岡町　上金屋　　    八幡神社 P10
㊶ 坪川家住宅 丸岡町　上竹田 P10

有形文化財マップ

P ３ P ４
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　( 国重要文化財　絵画 )
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　( 国宝　工芸品 )
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襷
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文
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た く

　( 県指定　考古資料 )

２, 寄
よりやすどうじょうかんれんしりょう

安道場関連資料　( 市指定　歴史資料 )

P ５ P ６

1, 袈裟襷文銅鐸

2, 寄安道場関連資料

1, 大湊神社本殿・拝殿

1, 瀧谷寺鎮守堂

2, 瀧谷寺開山堂

3, 瀧谷寺　本堂・観音堂・方丈およ
び庫裏・山門 ( 鐘楼門 )・新殿 ( 客殿 )

5, 金銅宝相華文磬

4, 絹本著色地蔵菩薩像

6, 天之図 ( 星図 )

7, 瀧谷寺文書・聖教

2, 木造伊邪奈岐命

3, 大湊神社木造女神坐像

4, 大湊神社木造神像

5, 大湊神社獅子頭
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( 県指定　建造物 )
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像
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女
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坐
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( 市指定　彫刻 )
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神
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社
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し
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　( 市指定　彫刻 )

※ P13、③にも解説あり

指定：市指定　建造物
所在：三国町浜地御嶽神社

   覆屋内にある、桁行 1.52m、
梁間 1.34m の流造の本殿で
す。室町時代の建築と考えら
れています。

1, 福井藩 2 代藩主松平忠直が願主となり、元和 7 年
（1621）に造立しました。本殿と拝殿がそれぞれ指定を
受けています。

所在：三国町安島・雄島

指定：市指定　建造物
所在：三国町安島

　明治時代の三国の漁家で、
医学者石森国臣の生家です。
保存状態が良好で、主屋と土
蔵が一括で指定を受けていま
す。

　四脚門、鐘楼ともに江戸時
代前期に作られたと考えられ
ています。ともに一辺約 3.5m
の木造建造物で、一括で指定
を受けています。

指定：市指定　建造物
所在：三国町米ヶ脇西光寺

　オランダ人技師エッセルの
設計、デ・レイケの工事指導
による防波堤と導流堤の役割
を兼ねた突堤で、明治 15 年

（1882）に完成しました。

指定：国重要文化財　建造物
所在：三国町宿

指定：市指定　彫刻
所在：三国町宿春日神社

　3 体の男女の神像です。い
ずれも桧材を使った寄木造り
の作品です。鎌倉時代に同一
の作者が作ったと考えられて
います。

　えちぜん鉄道三国芦原線 
三国港駅付近にある橋です。
れんが造の「ねじりまんぽ」
と呼ばれる珍しい技法が使わ
れています。

指定：国登録　建造物
所在：三国町宿

１, 室町時代に作られた、正面 1.31m、側面 1.38m の三間
社流造の本殿です。ベンガラで全体が赤く塗られています。

所在：三国町滝谷　

指定：国登録　建造物
所在：三国町神明

　明治初期の建物で、料亭と
して使われています。三国の
町屋を代表する建て方である

「かぐら建て」の主屋と、西蔵・
東蔵・奥屋敷があります。

所在：三国町緑ヶ丘

1, 大正 13 年（1924）に三国町米ヶ脇
で発見された銅鐸です。弥生時代中期の
もので、袈裟襷文で 4 つに区画されて
います。

2, 春江町寄安の道場に伝わる浄土真宗
関係の資料で、親鸞や蓮如の筆と伝えら
れる名号も含まれています。

2, 一木造り、欅材の神像で、平安時代後期の作品です。
彩色がわずかに残っています。

３, 寄木造り、檜材の女神像です。像高は 58.2cm あり、
作風から鎌倉時代の作と考えられています。

４, 男女の神像四体です。いずれも檜材で、大きな目を
特徴とします。平安時代末期に同一の作者が作ったと考
えられています。

５, 幅約 35cm、奥行き約 35cm、高さ約 30cm の高麗
狗型の獅子頭で、彩色がされています。詳しい時期は不
明ですが、作風から室町時代の作の可能性があります。

２, 地元の豪族堀江氏が、元亀 3 年（1572）に建立した、桁
行 3.3m、梁間 2.5m の石造の珍しいお堂で、内壁に石仏が
彫刻されています。

３, 江戸時代中期の越前の真言寺院を代表する伽藍が残って
います。また、新殿は大正時代のもので、県内の近代和風建
築の代表例の一つで、一括で指定を受けています。

４, 鎌倉時代末期の作と考えられています。青蓮華座に座し
半跏する地蔵菩薩の姿が描かれています。

５,磬は叩いて音を出す仏具です。平安時代後期の作で、中
央に蓮華文が、周囲は宝相華文（唐草文の一種）が施されて
います。

６, 室町時代の日本最古の天文星図です。上段に星座・星を
詠んだ漢詩「歩天歌」が、下段は星宿図が描かれています。

７, 寺に伝存する南北朝時代～明治時代の古文書 1518 点、
聖教 699 点が指定を受けています。 「古刹　瀧谷寺」より転載

「古刹　瀧谷寺」より転載

「古刹　瀧谷寺」より転載



　鎌倉時代の作品で、青蓮
の座を踏み
分 け、 白 雲
の上に立ち、
視線を心も
ち右手に送
る地蔵菩薩
の 端 麗な姿
が 描 か れ て
います。

　金鳳寺観音堂に安置されて
いる寄木造
り、桧材の
仏 像 で す。
鎌倉時代の
作と考えら
れ、像高は
1 0 6 . 3 c m
あります。　

　⑪金
きん

鳳
ぽう

寺
じ

木
も く

造
ぞ う

聖
しょう

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

      立
りゅう

像
ぞ う

⑮松
まつ

ヶ
が

下
した

区
く

山
や ま

車屋
や た い

台

⑲木
も く

造
ぞ う

新
あら

井
い

白
は く

石
せき

胸
きょう

像
ぞ う

⑳妙
みょう

海
かい

寺
じ

石
せき

造
ぞ う

千
せん

手
じ ゅ

　　観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞ う

㉑紙
し

本
ほん

淡
たん

彩
さい

神
しん

農
のう

図
ず

　（山
やま

田
だ

道
ど う

安
あん

筆
ひつ

）

㉒森
も り

田
た

家
け

文
もん

書
じ ょ

⑯下
し も

西
にし

区
く

山
や ま

車屋
や た い

台 ⑰絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

地
じ

蔵
ぞ う

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞ う

⑱中
なか

元
も と

区
く

山
や ま

車屋
や た い

台

⑫坂
さか

井
い

家
け

住
じゅう

宅
た く

⑬旧
きゅう

岸
き し

名
な

家
け

住
じゅう

宅
た く

主
し ゅ

屋
お く

⑭旧
きゅう

森
も り

田
た

銀
ぎん

行
こ う

本
ほん

店
てん

㉖清
きよ

永
なが

白
は く

山
さん

神
じん

社
じ ゃ

石
せき

造
ぞ う

九
きゅう

重
じゅう

塔
のとう

㉗金
こん

銅
ど う

孔
く

雀
じゃく

文
もん

磬
けい

㉘板
いた

碑
び

㉕木
も く

造
ぞ う

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞ う

㉓三
み

國
く に

神
じん

社
じ ゃ

所
し ょ

有
ゆう

の指
し

定
てい

文
ぶん

化
か

財
ざい

文化財名 ( 指定 )

㉔称
しょう

名
みょう

寺
じ

所
し ょ

有
ゆう

の指
し

定
てい

文
ぶん

化
か

財
ざい

文化財名 ( 指定 )

P ７ P ８

2, 称名寺木造 
　聖徳太子像

1, 三國神社随身門

3, 三國神社木造神馬像

4, 三國神社拝殿向拝の群猿像

5, 木立神社立願文

2, 木立神社奉納太刀銘守次

1, 絹本著色聖徳太子絵伝

※ P13、④にも
解説あり

指定：市指定　彫刻
所在：三国町北本町金鳳寺

指定：国登録　建造物
所在：三国町北本町

　明治初期に建てられた「か
ぐら建て」の町家です。主屋・
土蔵一式が古い形をとどめて
おり、側面から「かぐら建て」
の形がよく分かります。

指定：国登録　建造物
所在：三国町北本町

　幕末の木造建築で、切妻造
り妻入の前方に、平入の表屋

（2 階家）を付けた「かぐら
建て」と呼ばれる伝統的な技
法が使われています。

指定：国登録　建造物
所在：三国町南本町

　森田銀行の新本店として、
大正 8 年（1919）に造られた、
鉄筋コンクリート 2 階建て
の建築です。

指定：市指定　工芸品
所在：三国町南本町

　三国祭に使われる山車で
す。上段の高欄は紫檀で、彫
刻は幕末の三国彫りの彫刻
師、志摩鴻斎の作品です。　

指定：市指定　工芸品
所在：三国町南本町

　三国祭に使われる山車で
す。江戸時代後期に三国彫り
の彫刻師一派である志摩派の
彫刻師が彫った作品です。　

指定：国重要文化財　絵画　　
所蔵：三国町南本町性海寺

　三国祭に使われる山車で
す。幕末の三国を代表する塗
師、井田一洞斎の作品で、螺
鈿を散りばめた漆塗が特徴で
す。

指定：市指定　工芸品
所在：三国町山王

指定：市指定　彫刻
所在：三国町山王三国南小 
          学校

　像高 50cm の褐色漆塗り、
寄木造りの胸像です。三国で
育った明治時代を代表する彫
刻師山田鬼斎の作品です。

　凝灰岩で作られた、像高
137cm の石像です。刻銘か
ら天正 16
年（1588
） に 作 ら
れ た こ と
が 分 か っ
ています。

指定：市指定　彫刻
所在：三国町山王妙海寺

指定：県指定　絵画
所在：三国町南本町

　室町時代の絵師山田道安の
作です。神農は、中国の医学
と農業を司
る神といわ
れ、古来薬
種家の守護
神と敬われ
ました。

指定：市指定　古文書
所在：三国町山王

　三国湊の豪商であった、森
田家に残る文書です。信長・
秀吉・家康など、当時の権力
者の文書もあり、森田家の当
時の隆盛が伺えます。

１, 参道の正面にある、正面 8.18m、側面
4.62m、棟高 12.41m の楼門です。明治 3
年（1870）に建てられました。

２, 明 治 7 年（1874）、 元 福 井 藩 主 松 平 慶
永が木立神社立願に際し奉納した、長さ約
90cm の小太刀です。刀は南北朝期の作と考
えられ、鞘や鍔など随所に三葉葵が施されて
います。

３, 神馬堂に納められている、全長 1.8m の
木馬像です。明治元年（1868）に福井藩の
御用職人、島雪斎によって作られました。

４, 拝殿向拝の梁の上に彫られた 10 匹の猿
の彫刻です。江戸時代後期に三国工芸の基礎
を築いた志摩乗時の作です。

５, 元福井藩主松平慶永が、明治 7 年（1874）
に寿像と太刀を奉納した際、自ら神に願をか
けるために書いた文章です。

所在：三国町黒目

１, 南北朝時代の作で、聖徳太子の
生誕から逝去に至るまでの事績を、
年齢別に配列した絵画６幅です。

２, 上半身裸身の童形の聖徳太子像
です。像高 69cm、寄木造り、桧材
の仏像です。製作年代は鎌倉～南北
朝時代と考えられています。

指定：県指定　彫刻
所在：坂井町東荒井春日神社

　鎌倉時代に作られた、像
高 85.2cmの仏像です。全体
に黒漆が施された黒い像のた
め、「黒
仏」と
も呼ば
れてい
ます。

指定：市指定　建造物
所在：坂井町清永白山神社

　高さ 3.3m の塔です。刻銘
から、天文 18 年（1549）に、
藤泰兵衛が願主となり作った
ことが分かっています。

　磬は、叩いて音を出す仏具
です。表面には一対の孔雀が
彫刻され、裏面には「建長三
年辛亥四月日」（1251）と銘
があります。

指定：国重要文化財　工芸品
所在：坂井町下兵庫大善寺

　板碑は中世の供養塔です。
本碑は、刻銘から文永 11 年
(1274) に
作られたこ
とが分かっ
て い ま す。
また、碑に
は「阿弥陀
三尊」を表
す梵字が刻
まれていま
す。

指定：県指定　歴史資料
所在：春江町井向白山神社

所在：三国町山王

５, 木
こ

立
だち

神
じん

社
じ ゃ

立
りゅう

願
がん

文
もん

( 県指定 　歴史資料 )

１, 三
み

國
く に

神
じん

社
じ ゃ

随
ずい

身
しん

門
もん

　( 県指定　建造物 )

２, 木
こ

立
だち

神
じん

社
じ ゃ

奉
ほう

納
のう

太
た

刀
ち

銘
めい

守
も り

次
つぐ

　( 県指定　工芸品 )

３, 三
み

國
く に

神
じん

社
じ ゃ

木
も く

造
ぞ う

神
しん

馬
め

像
ぞ う

( 市指定　彫刻 )

４, 三
み

國
く に

神
じん

社
じ ゃ

拝
はい

殿
でん

向
こ う

拝
はい

の群
ぐん

猿
えん

像
ぞ う

　( 市指定　彫刻 )

１, 絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

聖
しょう

徳
と く

太
たい

子
し

絵
え

伝
でん

　( 県指定　絵画 )

２, 称
しょう

名
みょう

寺
じ

木
も く

造
ぞ う

聖
しょう

徳
と く

太
たい

子
し

像
ぞ う

　( 市指定　彫刻 )

「極楽 - 北陸の浄土
美術 -」より転載



　室町時代の作品で、平泉寺
の 景 観、
神像、白
山各山頂
の 社 殿・
諸堂舎お
よび、越
前禅定道
から山頂
を目指す
修行者が
描かれて
います。　

㉚石
いし

塚
づか

神
じん

社
じ ゃ

岩
いわ

座
く ら

㉜ 中
なかの

庄
しょう

神
しん

明
めい

神
じん

社
じ ゃ

石
せき

造
ぞ う

多
た

層
そ う

塔
と う

㉝石
せき

造
ぞ う

六
ろ く

重
じゅう

層
そ う

塔
と う

（針
はり

原
ばら

）

㊳絹
けんぽんちゃくしょく

本著色白
はくさんさん

山参詣
けい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

㊴豊
と よ

原
はら

地
じ

蔵
ぞ う

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞ う

㊵上
かみ

金
かな

屋
や

八
はち

幡
まん

神
じん

社
じ ゃ

石
せき

造
ぞ う

多
た

層
そ う

塔
と う

㊱赤
あか

坂
さか

白
は く

山
さん

神
じん

社
じ ゃ

板
いた

碑
び

㊶坪
つぼ

川
かわ

家
け

住
じゅう

宅
た く

㊲ 霞
かすみ

ヶ
が

城
じょう

公
こ う

園
えん

内
ない

の指
し

定
てい

文
ぶん

化
か

財
ざい

P ９ P １０

㉟称
しょう

念
ねん

寺
じ

所
し ょ

有
ゆう

の指
し

定
てい

文
ぶん

化
か

財
ざい

文化財名 ( 指定 )

1, 絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

他
た

阿
あ

上
しょう

人
にん

真
しん

教
きょう

像
ぞ う

( 国重要文化財　絵画 )

2, 称
しょう

念
ねん

寺
じ

木
も く

造
ぞ う

阿
あ

弥
み

陀
だ

三
さん

尊
そん

立
りゅう

像
ぞ う

( 市指定　　彫刻 )

3, 巻
かん

子
す

本
ほん

浄
じょう

土
ど

三
さんぶきょう

部経 ( 県指定　書籍 ・ 典籍 ・ 古文 )

4, 朝
あさ

倉
く ら

系
けい

図
ず

( 市指定　古文書 )

5, 紙
し

本
ほん

墨
ぼ く

書
し ょ

称
しょう

念
ねん

寺
じ

縁
えん

起
ぎ

( 市指定　古文書 )

6, 称
しょう

念
ねん

寺
じ

所
し ょ

蔵
ぞ う

勅
ちょく

書
し ょ

・ 綸
りん

旨
じ

( 市指定　古文書 )

7, 称
しょう

念
ねん

寺
じ

石
せき

造
ぞ う

多
た

層
そ う

塔
と う

( 市指定　建造物 )

㉙石
せき

造
ぞ う

六
ろ く

重
じゅう

層
そ う

塔
と う

（下
し も

小
こ

森
も り

） ㉛高
たか

江
え

住
すみ

吉
よ し

神
じん

社
じ ゃ

板
いた

碑
び

㉞観
かん

音
のん

院
いん

所
し ょ

有
ゆう

の指
し

定
てい

文
ぶん

化
か

財
ざい

1,木造如意輪観音菩薩坐像

2, 観音院の門

1, 丸岡城天守

2, 牛ヶ島石棺

1, 絹本著色他阿上人真教像

2, 称念寺木造阿弥陀三尊立像

3, 巻子本浄土三部経

4, 朝倉系図

5, 紙本墨書称念寺縁起

6, 称念寺所蔵勅書・綸旨

7, 称念寺石造多層塔

※ P14、⑫にも解説あり

※ P16、㉛にも解説あり

※ P13、⑦にも解説あり

指定：市指定　建造物
所在：春江町下小森信社王神
　　　社

　凝灰岩で作られた、高さ
2.24m の塔です。塔の特徴
から、鎌倉時代に建てられた
と考えられています。　

指定：市登録　歴史資料
所在：春江町石塚石塚神社

　礫質砂岩の巨石です。この
岩座はかつて神道考古学者大
場磐雄氏によって古代岩座と
紹介されました。

指定：市指定　歴史資料
所在：春江町高江住吉神社

　住吉神社の境内にある笏谷
石製の板碑 2 基です。刻銘
から、ともに中世のものと分
かり、大日如来を表す梵字が
刻まれています。

指定：市登録　建造物
所在：春江町中庄神明神社

　高さ 1.18m の笏谷石製の
塔の残欠で、磯部川の工事の
際に出土しました。塔の形か
ら、鎌倉時代に作られたもの
の一部と考えられています。

　凝灰岩で作られた、高さ
1.86m の塔です。塔の特徴
か ら、 鎌 倉
時代に建て
られたと考
えられてい
ます。

指定：市指定　建造物
所在：春江町針原八幡神社

　鎌倉時代の 1294 年に作ら
れた自然石の板碑です。不動
明王を表す梵字と紀年銘、願
主名などが刻まれています。

指定：市指定　歴史資料
所在：丸岡町赤坂白山神社

文化財名 ( 指定 )

所在：春江町本堂

１, 鎌倉時代に作られた、寄木造りの仏
像です。如意輪観音菩薩像ではまれに見
る大きさで、像高は 162.1cm あります。

２, 唐破風の屋根を持つ一間一戸の平唐
門で、朱が塗られています。この門は福
井城三の丸にあった東照宮唐門の可能性
が高いと考えられています。

文化財名 ( 指定 )

１, 丸
まる

岡
おか

城
じょう

天
てん

守
しゅ

( 国重要文化財　建造物 )

２, 牛
うし

ヶ
が

島
しま

石
せっ

棺
かん

( 市指定　考古資料 )

所在：丸岡町霞町

１, 天正４年（1576）、柴田勝家の甥勝豊
が築いた二重三階望楼型独立式の木造天守
で、現存する最古の天守閣です。屋根には
石瓦が葺かれています。

２, 丸岡町牛ヶ島の東方の古墳より出土し
たと伝えられる、火山礫凝灰岩の舟形石棺
です。

指定：市登録　建造物
所在：丸岡町上金屋八幡神社

　笏谷石製の石塔の残欠で、
基礎と塔身の一部が残ってい
ます。刻銘より、文永 3 年

（1266）に建てられたことが
分かっています。

指定：国重要文化財　建造物
所在：丸岡町上竹田

　江戸時代中期に作られた民
家です。屋根に特徴がある福
井県内最古の古民家で、近世
の豪農の生活様式を知る上で
貴重な建物です。

　江戸時代に作られた像高
2.1m の地蔵菩薩です。袈裟
や向背、台
座には子ど
もの法名が
書かれてい
ます。

指定：市指定　彫刻
所在：丸岡町豊原

指定：県指定　絵画　
所在：丸岡町石城戸國神神社

所在：丸岡町長崎

1, 踊り念仏で有名な時宗の二祖、他阿真教の肖像です。
鎌倉時代の作品で、現存する最古の上人像です。

6, 中世に、住持に宛てて書かれた後土御門天皇・後奈良
天皇・霊元天皇の綸旨と勅書、４通です。

2, 鎌倉時代の作と伝わる、寄木造りの仏像で、阿弥陀如来、
聖観音菩薩、勢至菩薩から成る三尊仏です。

3, 称念寺に伝わる鎌倉時代の経典です。「仏説無量寿経巻
上下」「仏説観無量寿経」「仏説阿弥陀経」の 4 巻からな
ります。

4, 越前国の戦国大名、朝倉家の系図が書かれた冊子本です。
慶長 19 年（1614）に作られ、現存する朝倉系図では最
古のものとされています。

5, 室町時代の 1459 年に書かれたものです。内容は、称念
寺に関する由緒・縁起が記されています。

7, 高さ 3.3m の石塔です。寛永 16 年（1639）に、福井
藩士戸祭兵太夫宗久が願主となり作りました。

１, 木
も く

造
ぞ う

如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞ う

　( 県指定　彫刻 )

２, 観
かん

音
のん

院
いん

の門
もん

　( 市指定　建造物 )



有形民俗・史跡・天然記念物マップ
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三
国

三
国
港
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雄島

芝
政
ワ
ー
ル
ド

三国競艇

丸岡支所

グリーンセンター

三国支所

大
関

下
兵
庫

西
長
田

西
春
江

太
郎
丸

竹
田
川

九頭竜川

北
陸
自
動
車
道

道の駅

道の駅

福
井
空
港

ゆりの里

北
陸
本
線

え
ち
ぜ
ん
鉄
道

 

三
国
芦
原
線
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●⑲
●⑳

●㉑
●㉒

P12P11

番号 文化財名 ( 複数の場合は保管場所及び主な文化財名 ) 所在地 解説
① 丸岡藩砲台跡 三国町　梶 P13
② 東尋坊 三国町　宿～浜地 P13
③ 瀧谷寺庭園 三国町　滝谷　　     瀧谷寺 P13
④ 性海寺 ( 森田家歴代墓所ほか ) 三国町　南本町　     性海寺 P13
⑤ 西谷遺跡 三国町　西谷 P13
⑥ 木部西方寺のオニヒバ 春江町　木部西方寺 P13
⑦ 中庄のヤブツバキ 春江町　中庄　     神明神社 P13
⑧ 桃田家のシイ 春江町　針原 P14
⑨ 汗かき地蔵 春江町　西長田 P14
⑩ 藤鷲塚のフジ 春江町　藤鷲塚 P14
⑪ 黄楊の旧跡 春江町　寄安 P14
⑫ 新田義貞公墓所 丸岡町　長崎　         称念寺 P14
⑬ 川上古墳 丸岡町　川上 P14
⑭ 椀貸山古墳 丸岡町　坪江 P14
⑮ 女形谷のサクラ 丸岡町　女形谷 P14
⑯ 渡辺泉龍碑 丸岡町　女形谷　     直乗院 P15
⑰ てんのう堂 丸岡町　女形谷 P15
⑱ 実盛池 丸岡町　長畝 P15
⑲ 霞のタブノキ 丸岡町　霞町 P15
⑳ 本多家歴代墓所 丸岡町　巽　            本光院 P15
㉑ 蓑笠庵梨一の墓 丸岡町　石城戸　     台雲寺 P15
㉒ 有馬家歴代墓所 丸岡町　篠岡　         高岳寺 P15
㉓ 護城山八十八ケ所霊場跡 丸岡町　田屋 P15
㉔ 豊原寺跡 丸岡町　豊原 P15
㉕ 瑩山禅師誕生地 丸岡町　山崎三ケ  多禰神社 P16
㉖ 銭瓶古墳 丸岡町　山崎三ケ P16
㉗ 教徳寺のヒイラギ 丸岡町　寄永　　　 教徳寺 P16
㉘ 笹原家のラカンマキ 丸岡町　上久米田 P16
㉙ 東二ッ屋のスダジイ 丸岡町　東二ッ屋 P16
㉚ 六呂瀬山古墳群 丸岡町　上久米田 P16
㉛ 坪川氏庭園 丸岡町　上竹田 P16
㉜ 吉谷寺跡 丸岡町　吉谷 P16



　樹高約 15.5m、樹齢 300 年以上
の ス ダ ジ イ の
老 木 で す。 明
治 六 年 の 農 民
一 揆 の 槍 跡 や
戦 争 中 の 救 荒
食になるなど、
地 域 の 歴 史 に
深 く 関 っ て き
ました。

　神社の社殿東側前方にあります。
目通り約3.43
ｍ、 樹 高 約
19.5 ｍ、 樹
齢 約 400 年
と、県内でも
まれに見るヒ
ノキ科の老樹
です。

　 目 通 り 約 1.3m、 樹 高 約 5m、
樹 齢 400 年
以 上 と、 市
内 に あ る ヤ
ブ ツ バ キ の
な か で は、
か な り の 大
木です。

P14P13

①　丸
まる

岡
おか

藩
はん

砲
ほう

台
だい

跡
あと

③　瀧
た き だ ん じ て い え ん

谷寺庭園②　東
と う

尋
じん

坊
ぼう

④　性
しょう

海
かい

寺
じ

所
し ょ

有
ゆう

の指
し

定
てい

文
ぶん

化
か

財
ざい

文化財名 （指定）

１, 森
も り

田
た

家
け

墓
ぼ

所
し ょ

（市指定　史跡）

２, 竹
た け う ち と う え も ん

内藤右衛門の墓
はか

と韃
だったん

靼漂
ひょうりゅう

流

　　者
し ゃ

供
く

養
よ う

碑
ひ

（市指定　史跡）

⑤　西
にし

谷
たに

遺
い

跡
せき

　

⑥　木
き

部
べ

西
さい

方
ほう

寺
じ

のオニヒバ ⑦　中
なかのしょう

庄のヤブツバキ

⑧　桃
も も

田
た

家
け

のシイ

⑩　藤
ふじ

鷲
わし

塚
づか

のフジ ⑪　黄
つ

楊
げ

の旧
きゅうせき

跡 ⑫　新
にっ

田
た

義
よ し

貞
さだ

公
こ う

墓
ぼ

所
し ょ

⑬　川
かわ

上
かみ

古
こ

墳
ふん

⑭　椀
わん

貸
かし

山
やま

古
こ

墳
ふん

⑮　女
お な が た に

形谷のサクラ

⑨　汗
あせ

かき地
じ

蔵
ぞ う

1, 森田家墓所

2, 竹内藤右衛門の墓と韃靼漂流碑

指定：県指定　天然記念物
所在：丸岡町女形谷　
　根回り約 9.5 ｍ、樹高約 15.5 ｍ、
県内でも有数のエドヒガンの老樹
で、三月下旬～四月上旬頃に薄桃色
の花をつけます。

指定：県指定　史跡
所在：丸岡町坪江
　横山古墳群の南端にある、古墳時
代後期の前方後円墳です。全長約
45m で、埋葬施設は石屋形を持つ、
横穴式石室です。

　古墳時代後期の横穴式石室の石組
みのみが残っています。高さ約 2m
の石２つで長さ 1.5m、幅 1.3m の
天井石を支えています。

指定：市指定　史跡
所在：丸岡町川上

指定：市指定　天然記念物
所在：春江町中庄神明神社　

指定：県指定　天然記念物
所在：春江町木部西方寺紀倍神社

　南北朝時代の 1338 年に藤島庄灯
明寺畷で戦死した新田義貞の墓所で
す。墓の五輪塔は江戸時代に福井藩
主が建てたものです。

指定：県指定　史跡
所在：丸岡町長崎称念寺

指定：市指定　史跡
所在：春江町寄安

　親鸞聖人の黄楊伝説に由来する史
跡です。江戸時代の本「二十四輩順
拝図会」等でも紹介されています。

指定：県指定　天然記念物
所在：春江町藤鷲塚

　幹周り約 1.75m、県内の山藤で
はまれにみる大木です。藤棚を整備
し保護を行い、毎年四月下旬～五月
上旬頃に花をつけます。

指定：市指定　有形民俗
所在：春江町西長田
　 高 さ 約 90cm の 石 製 の 地 蔵 で、
室町時代の作といわれています。不
吉な事が起きる前に地蔵の表面が濡
れ、汗をかいたようになると伝えら
れています。

指定：市指定　天然記念物
所在：春江町針原

指定：県指定　史跡
所在：三国町西谷

　弥生時代後期～古墳時代前期の
集落遺跡です。堅穴式住居跡 8 棟、
掘立柱建物跡 1 棟が検出されまし
た。現在は埋戻し保存されています。1, 中世以降三国を代表する豪商と

して栄えた森田家の墓所です。墓は
全て五輪塔で、三カ所に分かれて安
置されています。
2, 江戸時代前期の 1644 年に新保浦
を出航し遭難。中国北東部に流れ着
き、当地で殺された船頭竹内藤右衛
門の墓と、船員の供養塔です。

所在：三国町南本町

指定：国指定　史跡
所在：三国町梶

　丸岡藩が幕末の 1852 年に海防の
ために築いた砲台です。外面は土砂、
内面は石垣で築かれ、５個の砲眼が
開いています。

　三国町の海岸線約 8km に広がる
海食地形です。約 1300 万年前の火
山活動で形成されました。もともと
地中にあったものが、隆起と海食に
より地表面にあらわれたものです。

指定：国指定   名勝天然記念物
所在：三国町宿～浜地

指定：国指定　名勝
所在：三国町滝谷瀧谷寺

　本堂から観音堂の背後東北部にか
けての台地の斜面に築かれた、約
1700㎡の山水型庭園です。平地部
が少なく建物の縁に沿って約 100
㎡ほどの細長い庭園池があります。



　笹原家の裏庭に植栽された、雌木
で、目通り約
1.7 ｍ、 樹 高
約 15 ｍ あ り
ます。個人宅
に植栽されて
いる樹木では、
稀に見る大木
です。

P16P15

⑯　渡
わた

辺
なべ

泉
せん

龍
りゅう

碑
ひ

⑱　実
さね

盛
も り

池
いけ

⑰　てんのう堂
ど う

㉑　蓑
さ

笠
りゅう

庵
あん

梨
り

一
いち

の墓
はか

⑲　霞
かすみ

のタブノキ ⑳　本
ほん

多
だ

家
け

歴
れき

代
だい

墓
ぼ

所
し ょ

㉔　豊
と よ

原
はら

寺
じ

跡
あと

㉒　有
あ り

馬
ま

家
け

歴
れき

代
だい

墓
ぼ

所
し ょ

㉓　護
ご

城
じょう

山
ざん

八
はちじゅうはち

十八ヶ
か

所
し ょ

霊
れい

場
じょう

跡
あと

㉕　瑩
けい

山
ざん

禅
ぜん

師
じ

誕
たん

生
じょう

地
ち

㉖　銭
ぜ に が め こ ふ ん

瓶古墳

㉙　東
ひがし

二
ふた

ツ
つ

屋
や

のスダジイ

㉜　吉
よ し

谷
たに

寺
じ

跡
あと

㉛　坪
つぼ

川
かわ

氏
し

庭
てい

園
えん

㉚　六
ろ く

呂
ろ

瀬
せ

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

㉗　教
きょう

徳
と く

寺
じ

のヒイラギ

㉘　笹
さ さ

原
はら

家
け

のラカンマキ

　教徳寺の中庭に生える、目通り約
1.9m、樹高約
10m、 樹 齢 約
400 年 と、 県
内のヒイラギ
の中では稀に
みる大木です。
秋には乳白色
の小花をつけ
ます。

指定：市指定　史跡
所在：丸岡町女形谷 直乗院

指定：市登録　史跡
所在：丸岡町女形谷

指定：市登録　史跡
所在：丸岡町長畝

　江戸時代に丸岡藩主本多成重の許
可を得て、丸岡町東二ツ屋から山久
保まで新江用水を開削した渡辺泉龍
の功績を顕彰した碑です。

　継体天皇 ( 男大迹王）伝承地のひ
とつです。この地で大和から来た使
者と会見をしたという伝承がありま
す。

　源平合戦で名高い斉藤実盛に関す
る伝承地です。近くの集落内には実
盛の木像を安置した、実盛堂があり
ます。

目通り約 4.2m、樹高約 14m あり、
樹齢は不明ながら丸岡城下の樹木景
観の中心的な存在です。

指定：市指定　天然記念物
所在：丸岡町霞　

　江戸時代初期の丸岡藩主本多家の
墓所です。重次（初代の父）成重（初
代）重能（2 代）重昭（3 代）の五
輪塔墓碑があります。

指定：市指定　史跡
所在：丸岡町巽本光院

　江戸時代に丸岡俳諧の基礎を作っ
た蓑笠庵梨一の墓です。墓は明治時
代に門弟が作り、生前の功績を伝え
ています。

指定：市指定　史跡
所在：丸岡町石城戸台雲寺

　江戸時代前期の 1695 年から幕末
まで丸岡藩主であった有馬家の歴代
墓所です。藩主とその妻の墓が 12
基あります。

指定：市指定　史跡
所在：丸岡町篠岡高岳寺

　鎌倉時代の曹洞宗の僧瑩山紹瑾の
誕生地と伝えられています。瑩山は、
下級武士や商人に禅宗の普及を行い
ました。

指定：市登録　史跡
所在：丸岡町山崎三ヶ多禰神社

指定：市指定　史跡
所在：丸岡町山崎三ヶ
　フクイカントリークラブゴルフ場
内にある古墳です。古墳時代後期の
横穴式石室の天井石と側壁が露出し
ています。

指定：市指定　天然記念物
所在：丸岡町寄永教徳寺　

指定：市指定　天然記念物
所在：丸岡町上久米田

指定：市指定　天然記念物
所在：丸岡町東二ツ屋白山神社　

　白山神社の神木です。根回り約
23.6m、樹高約 10m あり市内のス
ダジイでは最大級の巨木です。

指定：国指定　史跡
所在：丸岡町上久米田　

　古墳時代前期～中期の前方後円墳
と方墳、各二基からなる古墳群です。
一号墳は全長約 140m あり、北陸
地方では最大級です。

指定：市指定　史跡
所在：丸岡町田屋

　江戸時代後期の 1835 年、丸岡藩
士福島長太夫義衛の母恵喜子が四国
八十八ヶ所に模して作った霊場で
す。

指定：市指定　史跡
所在：丸岡町豊原

　奈良時代に泰澄大師によって開か
れたと言われ、中世には勝山市の平
泉寺と共に隆盛しましたが、1574
年に織田信長に焼き払われました。

　屋敷東側の主庭園と屋敷西側の西
庭園を中心とし、巨樹・屋敷林が良
好な景観を保っています。また、谷
奥より屋敷内に清流を引き込み、生
活や庭園池泉用の水としています。

指定：国登録　記念物
所在：丸岡町上竹田

指定：市指定　史跡
所在：丸岡町吉谷

　中世に豊原千坊・小野千坊と共に
「豊原三千坊」と称された吉谷千坊
の跡です。現在は山中に仏堂と神社
が残っています。



無形民俗文化財

※
公
開
日
は
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

⑩
日

ひ
ゅ
う

向が

神か

楽ぐ
ら(

県
指
定)

　
　
　
公
開
日
：
九
月
第
三
土
曜
夜
七
時
～
・
日
曜
昼
二
時
～

　
　
　
公
開
場
所
：
長
畝
八
幡
神
社
神
楽
殿

　
元
禄
八
年(

一
六
九
五)

延
岡
よ
り
国
替
え
と
な
っ

た
有
馬
清
純
公
が
、
随
行
し
た
舞
人
に
祭
礼
で
奉
納
さ

せ
た
事
に
由
来
し
ま
す
。

 

②
海あ

女ま

唄う
た(

市
指
定)

　
　
　
公
開
日
：
九
月
第
三
土
曜

　
　
　
公
開
場
所
：
米
ケ
脇
白
山
神
社

　
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
よ
り
海
女
に
歌
い
継
が
れ
た

て
き
た
、
テ
ン
ポ
が
極
め
て
緩
や
か
で
古
風
な
唄(

踊

り)

で
す
。

定めず

 

④
三み

国く
に

節ぶ
し(

市
指
定)

　
三
国
に
伝
わ
る
座
敷
唄
で
す
。
冒
頭
と
末
尾
を
「
や

し
ゃ
で
や
の
し
ゃ
で
」
と
唄
う
た
め
「
や
の
し
ゃ
」
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
八
月
末
に
行
わ
れ
る
帯
の
ま
ち
流
し

等
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

⑦
越え

ち

前ぜ
ん

打う
ち

込こ

み
太た

い

鼓こ

(

市
指
定)

　
春
江
町
一
円
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
大
太
鼓
で
、
二
人

一
組
に
な
り
、
一
人
が
短
い
バ
チ
二
本
で
拍
子
を
と
り
、

も
う
一
人
が
力
強
く
打
ち
込
み
ま
す
。

 
⑪
竹た

け

田だ

じ
ょ
ん
こ
ろ(

市
指
定)

　
　
　
公
開
日
：
八
月
十
五
日

　
　
　
公
開
場
所
：
竹
田
地
区

　
竹
田
地
区
の
盆
踊
り
で
、
哀
愁
漂
う
ひ
な
び
た
節
回

し
と
、
腰
を
低
く
落
と
し
な
が
ら
身
を
く
ね
ら
せ
て
一

斉
に
下
が
る
仕
草
が
特
徴
で
す
。

９
月 

⑨
表

ひ
ょ
う

児こ

の
米こ

め(
県
指
定)

　
　
　
公
開
日
：
九
月
十
四
日
以
降
の
最
初
の
土
曜

　
　
　
公
開
場
所
：
北
横
地
　
布
久
漏
神
社

　
布
久
漏
神
社
の
神
事
で
、
初
穂
米
を
音
頭
に
合
わ
せ

杵
で
つ
き
、
十
郷
用
水
の
恵
み
と
収
穫
の
感
謝
、
五
穀

豊
穣
を
祈
り
ま
す
。

丸
岡

イ
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タ
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●

●
●

●

●

●

●

●

●

丸
岡

春
江
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三
国

三
国
港
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春江支所

東尋坊タワー

雄島

芝
政
ワ
ー
ル
ド

三国競艇

丸岡支所

グリーンセンター

三国支所

大
関

下
兵
庫

西
長
田

西
春
江

太
郎
丸

竹田川

九頭竜川

北
陸
自
動
車
道

道の駅

道の駅

福
井
空
港

ゆりの里

北
陸
本
線

え
ち
ぜ
ん
鉄
道

 

三
国
芦
原
線

竹田水車メロディーパーク
丸岡城

●①

●②
●③
●④

●⑤●⑥

●⑦
●⑧

●⑨

●⑩ ●⑪

１
月 

⑥
い
ざ
き(

市
指
定)

　
　
　
　
　
　
　
　
公
開
日
：
一
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
公
開
場
所
：
新
保
春
日
神
社

　
船
頭
水
夫
の
祝
い
唄
で
す
。
手
の
ひ
ら
を
こ
す
る
よ

う
に
手
拍
子
を
し
な
が
ら
唄
い
、
母
音
を
長
々
と
引
く

節
回
し
が
特
徴
で
す
。

５
月 

⑤
三み

國く
に

神じ
ん

社じ
ゃ

例れ
い

大た
い

祭さ
い

「三み
く
に
ま
つ
り

国
祭
」 (

県
指
定)

　
　
　
公
開
日
：
五
月
十
九
～
二
十
一
日

　
　
　
公
開
場
所
：
三
國
神
社
周
辺

　
三
國
神
社
の
例
大
祭
で
、
中
日
の
二
十
日
に
は
、
神

社
関
係
一
行
と
大
小
の
神
輿
、
計
六
基
か
ら
な
る
山
車

が
町
内
を
巡
行
し
ま
す
。

６
月 

③
火ひ

の
太た

い

鼓こ

(

市
指
定)

　
　
　
公
開
日
：
六
月
第
三
日
曜

　
　
　
公
開
場
所
：
瀧
谷
寺

　
祈
願
の
際
に
神
前
で
火
を
焚
き
、
祈
り
を
捧
げ
な
が

ら
バ
チ
を
と
り
ま
す
。
太
鼓
の
左
に
立
っ
て
打
つ
「
左

打
ち
」
が
特
徴
で
す
。

祭
り
の
主
な
公
開
日
等

８
月 

①
な
ん
ぼ
や
踊お

ど

り
唄う

た(

県
指
定)

　
　
　
公
開
日
：
八
月
十
四
～
十
六
日

　
　
　
公
開
場
所
：
安
島
区

　
ゆ
る
や
か
な
テ
ン
ポ
の
古
風
な
盆
踊
り
で
す
。
海
運

従
事
者
が
多
か
っ
た
江
戸
時
代
の
安
島
住
民
の
様
子
を

素
朴
に
唄
っ
て
い
ま
す
。

 

⑧
舟ふ

な

寄よ
せ

踊お
ど
り(

県
指
定)

　
　
　
公
開
日
：
八
月
十
五
日

　
　
　
公
開
場
所
：
舟
寄
区

　
北
陸
街
道
の
宿
場
町
舟
寄
の
盆
踊
り
で
、
起
源
は
姉

川
の
合
戦
に
出
陣
す
る
領
主
の
武
運
長
久
を
願
い
踊
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

③火の太鼓

⑤三国祭

P18P17

①なんぼや踊り唄

②海女唄

④三国節

⑥いざき

⑦越前打込み太鼓 ⑨表児の米

⑩日向神楽
⑪竹田じょんころ

⑧舟寄踊
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天然記念物 ( 動物及び生息地 )

天然記念物　マガン

天然記念物　ヒシクイ

オスは全長 90cm、メ
スは全長 75cm になる
カモ科の渡り鳥で、冬
に飛来します。水生植
物のマコモやヒシ、稲
の落ち穂や二番穂、草
などを採食します。
　　　　　 ( 組頭五十夫氏提供 )

全長約 70cm になるカモ科の渡
り鳥で、冬に飛来します。イネの
落ち穂や二番穂、草などを採食し、
坂井平野の水田地帯で群れが見ら
れます。　　　　　( 組頭五十夫氏提供 )

体長約 1 ～ 1.5m、ウシ科の
哺乳類です。雌雄共に短い角
を持っています。丸岡町竹田
地区などで目撃されていま
す。

特別天然記念物

ニホンカモシカ

体長約 15cm に成長するカジカ科の魚類
で、和名はカマキリと言います。九頭龍川
のアラレガコは体長 20cm 以上の大型に
なるため、大野市花房 ( 阪谷橋 ) ～福井市
舟橋 ( 中角橋 ) までの生息地が指定され保
護を図っています。

天然記念物　

アラレガコ生息地


